
文化２年閏８月の受領証 

 

文化２年、秋の田の刈り入れに忙しい平井村を、神田弥五兵衛が訪れて渡した１両１分の受領

書。 

この年、主人竹中重寛は二条城を警衛する「二条在番」だったので、弥五兵衛もつき従ったよ

うで、京都在勤の合間をぬっての、あわただしい訪問でした。墓の地主庄兵衛には面会できませ

んでした。 

この受領書は、文化５年４月９日付の手紙に同封され、弥五兵衛から返却されました。 

 

 

■■引用（墓所整備の古文書７通） 

■墓所整備については、松村義臣氏が昭和４１年に三木市平井を訪問、古文書を書写し、翌年に

発表した以下２種の論稿があります。 

松村仏都平名義「竹中半兵衛墓所の整備資料」『神戸史談２２３号』（神戸史談会、昭和４２年３

月２５日発行）。 

松村仏都平名義「みなぎ野散歩第５１回～第５６回・竹中半兵衛墓の資料」『東播新聞 昭和４２

年５月１４日付～同年６月１８日付』（東播新聞社。毎週日曜日発行）。 

■７通とも書状の引用は『神戸史談２２３号』より。よみがなは新しく付けました。 
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           平井村庄屋 太右衛門 印 

           同村年寄  新右衛門 印 

竹中 遠 江 守
とおとうみのかみ

様御家来 

   神田弥五兵衛様 

   

※上記文中の竹中半兵衛尉重治御塚を、『東播新聞 昭和４２年５月２１日付』は、竹中半兵衛重

治御塚に作る 

 


